岐阜県総合評価落札方式　申請様式第２－４号
＜技術所見書＞施工上の配慮すべき事項
工事名：岐阜県庁敷地再整備（その２）工事
会社名：
	■施工上の配慮すべき事項

	周辺環境への影響対策（騒音･振動、粉塵、交通、安全）

	■事項の設定理由

	本工事箇所は、南側で住居等、東側で岐阜アリーナ、西側で現県庁舎と近接しており、特に南側歩道整備の際は、既存構造物の取壊しもあるため、近隣住民の生活、岐阜アリーナの運営、現県庁舎での業務に支障が生じないよう配慮した施工が必要である。このため、①騒音･振動対策、②粉塵飛散防止対策の提案を求める。
　　また、南側の歩道整備の際は、地域住民の利用する市道に影響するため、③交通影響を最小限に抑えた施工計画、④通行車両、歩行者等への安全対策の提案を併せて求める。


	提　案　項　目
	具　体　的　な　施　工　計　画

	1 騒音･振動対策について
2 粉塵飛散防止対策について

3 交通影響を最小限に抑えた施工計画について

4 通行車両、歩行者等への安全対策について

5 □□□□について（自由設定）

	※本様式は、Ａ４サイズ片面１枚以内に簡潔かつ要領よく記述すること。
文字サイズは10ポイント以上を基本とする。なお、規定枚数を超過した以降の内容は評価しない。
※参考資料を添付する場合は、記述された内容の根拠等を的確に把握できる範囲とし、極力少なくすること。
※提案項目は、左記の５項目とする。
※１つの提案項目に対する提案数の制限はしない。
※各提案について、次のとおり評価する。
◎:2点：記述が具体的で現場状況にも即しており、優れた効果がある。
○:1点：記述が具体的で現場状況にも即しており、ある程度効果があ
　　　　る。
△:0点:記述が具体的でなく、現場状況に即しておらず、効果が小さい。
×:0点：施工を認めない（不適当な提案である等により採用しない）。

※提案数の制限はないが、各提案に対し、上記のとおり評価した結果、合計５点を超えた場合でも、技術所見に対する配点は上限５点とする

○通常、一般的に実施されていると判断される提案は評価しません。
　○技術所見として提案可能な項目は、目的物の施工の確実性について　　　であり、目的物そのものの材料・仕様の変更や、設計の変更は認めら　　れません。
　（例：仕様は現場打擁壁であるが、工期短縮のためにプレキャスト擁壁　　で施工する）
　（例：仕様は高炉セメントであるが、工期短縮のために早強セメントで　　施工する）
　○他機関（地元住民、警察、道路・河川管理者・土地所有者等）及び他工事との調整が必要となる技術提案は原則認められません。
　○提案内容は、具体的な根拠を伴い、担保・確認できるものとします。
　○下記に示すような提案内容については、評価しません。
    ①提案内容が抽象的なもの、提案の表現が曖昧なもの
　　（例：「徹底する」「周知徹底を図る」「できるだけ」「極力」
　　　「適切に」「適宜」「適当に」「丁寧に施工する」「十分に」
　　　「入念に」「徹底的に」「迅速に」「確実に」「しっかり」
　　　「誠実に」「要所に」「注意を払う」「必要に応じて」
　　　「状況により」）
　　②提案の実行の有無が確認できないもの
　　（例：実行したことを、段階確認資料や写真等で確認できないもの）
　　③提案内容に明確な効果が認められないもの
　　④提案の実行に確実性がないもの
　　（例：「監督員との協議により施工する」）
　　（例：「○○調査を行い、××対策の必要性を確認する」必要性の確　　　認だけでは、必要と判断した場合に、××対策を行うのかどうか分　　　からない）



岐阜県総合評価落札方式　申請様式第２－４号
＜技術所見書＞施工上の配慮すべき事項
工事名：岐阜県庁敷地再整備（その２）工事
会社名： 　　　　　　　　
	■施工上の配慮すべき事項

	周辺環境への影響対策（騒音･振動、粉塵、交通、安全）

	■事項の設定理由

	本工事箇所は、南側で住居等、東側で岐阜アリーナ、西側で現県庁舎と近接しており、特に南側歩道整備の際は、既存構造物の取壊しもあるため、近隣住民の生活、岐阜アリーナの運営、現県庁舎での業務に支障が生じないよう配慮した施工が必要である。このため、①騒音･振動対策、②粉塵飛散防止対策の提案を求める。
　　また、南側の歩道整備の際は、地域住民の利用する市道に影響するため、③交通影響を最小限に抑えた施工計画、④通行車両、歩行者等への安全対策の提案を併せて求める。


	提　案　項　目
	具　体　的　な　施　工　計　画

	1 騒音･振動対策について

2 粉塵飛散防止対策について

3 交通影響を最小限に抑えた施工計画について

4 通行車両、歩行者等への安全対策について

5 □□□□について（自由設定）

	（具体的な対策・対応について）

　・☓☓☓☓☓を使用する。
  ・○○○○○を行う。　　　　　　　　　　　　　提案数は制限なし
  ・△△△△△のため、○○○○を設置する。
　
　・□□□□□の確認を行う。
　・○○○○○時に○○○○○を行う。
　・△△△△△を行う。
　
　・○○○○○を行う。　　　　　　　　　　　　
  ・△△△△△を行う。
・○○○○○について、□□□を行う。　　　　　　　　　　　　
  ・△△△△△を○○○○で行う。
  ・○○○○○を行う。
  ・△△△△△を行う。
　・□□□□□を利用し○○を行う。
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